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平

成
十

九
年
三

月
議
会

が
三
月

二

十
日
に
閉
会
と
な
り
、
川
越
市
の
十

九
年
度
予
算
が
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
昨
年
の
８
７
６
億
３

０
０
０
万
円
を
５
．
８
％
上
回
る
９

２
７
億
５
０
０
０
万
円
と
特
別
会
計

の
８
０
５
億
３
０
０
０
万
円
と
合
わ

せ
、
１
７
３
２
億
８
０
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年

度
の

特
徴

は
若
干

の
景
気

の

回
復
と
税
制
改
正
を
伴
い
、
個
人
、

法
人
市
民
税
等
、
市
税
の
増
収
（
５

２
４
億
９
５
１
０
万
見
込
）
や
二
月

の
臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
た
、
新
清

掃
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
へ
の
国
か
ら

の
交
付
金
や
借
入
金
、
又
東
部
地
域

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
建
設
等
、
ま

た
、
統
一
地
方
選
挙
な
ど
に
よ
る
選

挙
費
用
が
上
げ
ら
れ
る
。
国
の
税
源

移
譲
に
よ
る
３
兆
円
と
も
い
わ
れ
る

税
源
が
地
方
自
治
体
に
お
よ
ぼ
す
影

響
は
様
々
で
あ
る
が
、
今
年
度
も
川

越
市
は
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体

で
あ
っ
た
。
（
詳
細
本
文
２
Ｐ
）

 

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙
に
か
か
る

に
か
か
る

に
か
か
る

に
か
か
る
莫
大

莫
大

莫
大

莫
大
なな なな
費
用

費
用

費
用

費
用
！！ ！！
 

今
年
度
は
、
選
挙
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
で
あ
る
。
埼
玉
県
議
会
議
員
選
挙
、

川
越
市
議
会
議
員
選
挙
、
参
議
院
議

員
選
挙
、
埼
玉
県
知
事
選
挙
と
４
回

行
い
ま
す
。
そ
の
予
算
は
（
別
表
）

３
億
３
８
４
０
万
円
で
あ
る
。
 

議
員

議
員

議
員

議
員
と
は

と
は

と
は

と
は
何何 何何
を
す
べ
き
か

を
す
べ
き
か

を
す
べ
き
か

を
す
べ
き
か
！！ ！！
 

川
越
市
議
会
本
会
議
に
も
市
民
の

方
々
が
傍
聴
に
お
出
で
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
市
民
団
体
の
方
々
よ

り
、
本
市
議
会
に
対
し
要
望
や
、
ご

提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
味
と
は
、
行
政
改
革
、
議
会
改

革
で
あ
り
ま
す
。
私
も
平
成
十
五
年

に
川
越
市
議
会
の
議
員
と
な
り
、
五

月
一
日
ま
で
が
任
期
で
あ
り
ま
す
。

四
月
十
五
日
の
統
一
地
方
選
挙
で
あ

る
、
川
越
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
る

改
選
が
１
億
２
８
８
３
万
円
の
費
用

を
も
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

年
は
年
間
で
３
億
円
以
上
が
選
挙
費

用
と
し
て
執
行
さ
れ
ま
す
。
議
員
と

は
市
民
の
代
弁
者
で
あ
り
、
行
政
の

監
視
役
で
す
。
ま
た
、
自
治
体
に
対

し
て
の
政
策
提
言
者
で
も
あ
り
ま
す
。
 

私
は
、
こ
の
四
年
間
議
員
活
動
を

通
し
て
、
地
域
要
望
に
対
す
る
代
弁
、

ま
た
決
算
委
員
会
や
十
五
回
の
一
般

質
問
の
中
で
も
財
政
面
な
ど
で
、
監

視
と
い
う
意
味
で
は
市
民
感
覚
で
、

指
摘
し
、
議
員
と
し

て
自

ら
の

意
思

で

意
見

や
決

断
を

し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

ま
た
、
政
策
的
な
観

点
か
ら
は
、
市
民
参

加
や

ま
ち

づ
く

り

に
向

け
た

条
例

制

定
の
提
案
、
又
教
育

問
題

や
福

祉
に

つ

い
て
は
、
要
望
提
案

に
つ

い
て

現
場

に

足
を

運
び

こ
ま

っ

た
事

や
現

場
の

声

と
し

て
の

改
善

策

を
行

政
側

に
伝

え
、

提
示

等
を

行
っ

て

き
ま
し
た
。
 

議
員

と
は

何
を

す
べ
き
か
。
私
は
四

年
間

自
分

自
身

の

活
動
を
通
し
て
、
改

め
て

再
チ

ェ
ッ

ク

を
行
い
、
新
た
な
挑

戦
を

い
た

し
ま

す
。 

２００７ 春 ３月議会と統一地方選挙！！ 

市議会議員 
おのざわ康弘の 

2007 

No.16 活動報告 

 

（別表） 

選挙予定日 選挙名 選挙費用 財源

（告示）３月３０日（投票）４月　８日埼玉県議会議員 53,894,000円 県

（告示）４月１５日（投票）４月２２日川越市議会議員 128,834,000円 市

７月 参議院議員 83,784,000円 県

８月 埼玉県知事 71,894,000円 県

 

三
月
議
会
 

一
般
質
問
で

奮
闘
中
の
 

小
野
澤
議
員
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三
月
定
例
議
会

三
月
定
例
議
会

三
月
定
例
議
会

三
月
定
例
議
会
のの のの
主主 主主
なな なな
議
案

議
案

議
案

議
案
 

（
二

月
二

十
三

日
～

三
月

二
十

日
）
 

主
な
議
決
案
件
 

〇
川
越
市
意
見
公
募
手
続
条
例
を
 

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

〇
川
越
市
副
市
長
定
数
条
例
を
 

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

〇
行
政
組
織
の
改
正
に
伴
う
 

関
係
条
例
の
整
備
と
関
す
る
条
例
を
 

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
十
五
件
 

〔
原
案
可
決
〕
 

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
 
 
 
二
件
 

〔
原
案
可
決
〕
 

包
括
外
部
監
査
契
約
に
つ
い
て
一
件
 

〔
原
案
可
決
〕
 

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 
 
 
一
件
 

〔
原
案
可
決
〕
 

請
負
契
約
に
つ
い
て
 
 
 
 
一
件
 

〔
原
案
可
決
〕
 

十
八
年
度
補
正
予
算
 
 
 
 
九
件
 

〔
原
案
可
決
〕
 

十
九
年
度
当
初
予
算
 
 
 
十
一
件
 

〔
原
案
可
決
〕
 

同
意
案
件
 
 
 
 
 
 
 
 
一
件
 

意
見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
件

 
詳
し
く
は
議
会
だ
よ
り
を
参
考
に
 

川
越
市
議
会
政
務
調
査
費
交
付
条
例
の
 

一
部
改
正
に
つ
い
て
 

（
提
案
理
由
）
 

政
務

調
査

費
に

係
る

収
入

及
び

支
出

の

報
告

書
に

領
収

書
を

添
付

す
る

為
、

こ

の
よ
う
に
措
置
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

総
務
常
任
委
員
会
の
主
な
議
案
 

私私 私私
のの のの
提
案
提
案
提
案
提
案
しし しし
続続 続続
け
た
け
た
け
た
け
た
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
がが がが
可
決
可
決
可
決
可
決
！！ ！！
 

協
働
協
働
協
働
協
働
とと とと
市
民
参
加

市
民
参
加

市
民
参
加

市
民
参
加
がが がが
一
歩
前
進

一
歩
前
進

一
歩
前
進

一
歩
前
進

 
川
越
市
意
見
公
募
手
続
条
例
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
が
本
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
げ
通
信
十
五

号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
私
が

何
度
と
な
く
本
会
議
や
委
員
会
で
も

提
案
を
し
た
手
続
き
条
例
で
、
川
越

市
の
基
本
政
策
や
計
画
、
方
針
又
施

策
や
条
例
を
定
め
る
場
合
、
今
ま
で

は
、
市
民
の
参
加
は
市
役
所
内
部
の

要
綱
で
し
た
が
、
こ
の
条
例
が
出
来

た
事
に
よ
り
、
公
募
に
よ
り
市
民
の

意
見
が
政
策
や
施
策
、
条
例
等
に
制

度
的
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
し

た
条
例
と
い
え
ま
す
。
提
案
を
し
続

け
た
か
い
が
あ
り
、
今
回
の
川
越
市

の
条
例
制
定
を
評
価
い
た
し
ま
す
。
 

他
の
お
も
な
議
案
 

〇
川
越
市
市
民
体
育
館
条
例
を
廃
止
 

す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
 

建
築
後
４
０
年
が
経
過
し
た
こ
と

に
よ
り
老
朽
化
及
び
維
持
管
理
費
等

を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
川
越

市
市
民
体
育
館
を
廃
止
す
る
こ
と
に

す
る
為
、
こ
の
条
例
を
廃
止
し
よ
う

と
す
る
為
の
も
の
で
す
。
 

こ
の
体
育
館
は
昭
和
五
十
六
年
以

前
の
建
築
の
為
耐
震
性
が
弱
く
、
ア

ス
ベ
ス
ト
仕
様
な
の
で
除
去
の
作
業

に
も
問
題
が
あ
り
、
市
長
の
政
策
的

決
断
に
よ
り
今
後
解
体
い
た
し
ま
す
。 

解
体
は
秋
口
を
目
処
に
行
い
ま
す
。

跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
暫
定
的

に
市
役
所
本
庁
舎
の
不
足
駐
車
場
用

と
観
光
客
に
よ
る
大
型
バ
ス
の
駐
車

場
に
利
用
す
る
と
い
う
事
で
す
。

 
私
の
思
う
今
後
の
課
題
 

本
件
の
解
体
に
よ
り
体
育
施
設
が

無
く
な
っ
た
場
合
の
対
応
を
ど
う
す

る
の
か
で
す
。
以
前
も
一
般
質
問
等

で
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で

に
年
間
延
べ
４
万
人
以
上
の
方
が
使

用
し
て
い
た
実
績
と
街
の
中
心
に
設

置
し
て
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
今
後

の
施
策
が
大
変
気
に
な
る
所
で
す
。

今
議
会
で
は
、
そ
の
辺
の
所
を
考
え
、

市
民
体
育
館
代
替
施
設
を
検
討
す
る

為
に
５
０
万
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
も
川

越
市
体
育
協
会
の
関
係
者
の
方
々
や

他
の
方
か
ら
も
ご
指
摘
や
厳
し
い
ご

意
見
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問

題
は
体
育
館
の
事
だ
け
で
は
無
く
、

こ
れ
か
ら
川
越
市
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
時
代
を
ど
う
考
え
る
か
検
討
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
易
い
施

設
の
場
所
や
財
政
面
と
合
わ
せ
て
議

員
と
し
て
、
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
、

代
弁
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
今
年
度
の
一
般
会
計
に
お
け
る
 

主
な
施
策
 

１
．
 鉄

道
等
整
備
改
善
対
策
 

・
新
河
岸
駅
、
エ
レ
ベ
ー
タ
及
び
 

多
機
能
ト
イ
レ
設
置
 

・
南
大
塚
駅
 

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
費
用
一
部
負
担
金
 

（
合
わ
せ
て
９
５
０
０
万
円
）
 

２
．
 東

部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
 

（
南
古
谷
地
区
）
 

３
億
４
７
０
０
万
円
 

３
．
 児

童
手
当
 

平
成
十
九
年
度
の
制
度
拡
充
に
よ
る
 

乳
幼
児
に
対
す
る
手
当
増
額
 

２
１
億
６
０
０
０
万
円
 

４
．
 川

越
市
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
 

制
定
 

５
．
 新

清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
 

・
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
の
一
部
 

３
０
億
４
２
９
４
万
円
 

６
．
 仮

称
鏡
山
酒
造
跡
地
施
設
建
設
 

・
耐
震
補
強
工
事
 

１
億
２
９
０
０
万
円
 

７
．
 川

越
城
築
城
５
５
０
年
記
念
事
業
 

・
川
越
城
が
築
城
５
５
０
年
を
迎
え
 

る
為
の
観
光
事
業
 
２
０
０
０
万
円
 

８
．
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
 

・
素
案
の
策
定
 

９
．
本
川
越
周
辺
地
区
整
備
 

３
億
４
２
１
３
万
円
 

10

．
幹
線
、
生
活
道
路
（
市
道
）
整
備
 

９
億
６
７
３
０
万
円
 

11

．
名
細
地
区
統
合
公
民
館
建
設
推
進
 

・
実
施
検
討
 

12

．
仮
称
高
階
地
区
公
共
施
設
建
設
 

１
１
億
８
２
８
７
万
円
 

13

．
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
） 

の
開
催
準
備
（
開
催
平
成
二
十
年
）
 

14

．
河
越
館
跡
地
整
備
 

・
平
成
二
十
一
年
度
の
史
跡
公
園
と
し

て
の
開
園
を
目
指
し
、
十
九
年
度
は
第
一

期
整
備
の
実
施
（
設
計
、
工
事
）
 

15

．
さ
わ
や
か
相
談
員
及
び
不
登
校
問
題

対
策
委
員
会
の
設
置
、
市
立
２
２
全
中
学

校
に
相
談
員
の
設
置
 
 
２
５
５
０
万
円
 

16

．
小
学
生
と
大
学
生
と
の
 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
 

・
川
越
市
科
学
わ
く
わ
く
 

ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

・
川
越
市
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
 

ふ
れ
あ
い
事
業
 

主
な
議
決
案
件
 

主
な
議
決
案
件
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    所
得
税

所
得
税

所
得
税

所
得
税
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
住
民
税

住
民
税

住
民
税

住
民
税
へへ へへ
 

税
源
移
譲

税
源
移
譲

税
源
移
譲

税
源
移
譲
さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す
。。 。。

 

給
与
所
得
者
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
、
平
成
十
九
年
一
月
か
ら
所
得

税
が
減
少
し
、
平
成
十
九
年
六
月
か

ら
住
民
税
が
増
加
し
ま
す
。
 

税
源
移
譲
に
よ
る
市
税
の
増
収
に
伴

い
、
今
後
川
越
市
と
し
て
そ
の
税
を
い

か
に
市
政
に
反
映
す
る
か
が
、
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
と
考
え
ま
す
。
私
達
議
員
も
ム

ダ
の
な
い
市
政
の
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
や

市
民
に
と
っ
て
効
率
的
な
政
策
の
提

案
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言

え
ま
す
。
 

今
回
の
一
般
質
問
は
私

に
と
っ
て
、
議
員
と
し
て
四

年
の
任
期
中
の
最
終
の
質

問
で
す
。
私
の
一
般
質
問
は
、

比
較
的
ま
ち
づ
く
り
や
政

策
面
の
取
組
み
に
対
す
る

提
案
が
主
で
あ
り
、
こ
の
た

び
も
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
地
域
通
貨
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
 

地
域
通
貨
と
は
一
時
全

国
一
斉
に
広
が
り
ま
し
た

が
、
今
は
少
し
落
ち
着
い
た

よ
う
に
見
え
、
地
域
に
定
着

し
て
き
た
感
が
致
し
ま
す
。

又
、
世
界
各
国
で
も
様
々
な

取
組
み
や
形
態
で
実
施
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り

ま
す
。
私
は
「
地
域
経
済
の

視
点
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

地
域
再
生
の
視
点
」
「
地
域

福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視

点
」
「
地
域
環
境
の
視
点
」

の
４
つ
の
視
点
か
ら
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
 

「「 「「
地
域
通
貨
と
は
「
特
定

の
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で

流
通
す
る
、
価
値
の
媒
体
で
あ
り
、

円
な
ど
の
法
定
通
貨
の
よ
う
に
『
ど

こ
で
も
』
『
何
と
で
も
』
交
換
出
来
る

と
い
う
汎
用
性
は
無
い
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
な
ど
を
は
じ
め
、

法
定
通
貨
で
は
表
現
す
る
こ
と
が
難

し
い
価
値
を
表
現
で
き
る
」
事
だ
と

思
い
ま
す
。
」」 」」
 

地
域
通
貨
に
つ
い
て
 

１
．
 
地
域
経
済
活
性
化
の
視
点
か
ら
の

メ
リ
ッ
ト
や
課
題
 
（
経
済
部
）
 

２
．
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
地
域
再
生
の

視
点
か
ら
の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
 

（
市
民
部
）
 

３
．
 
地
域
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視

点
か
ら
の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
 

４
．
 
地
域
循
環
型
社
会
の
視
点
か
ら
の

メ
リ
ッ
ト
や
課
題
（
保
健
福
祉
部
） 

５
．
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ァ
ン
ド
と
は
 

６
．
 
時
間
通
貨
(
時
間
預
託
制
度
)
と
は
 

７
．
 
地
域
の
活
性
化
の
視
点
か
ら
川
越

と
し
て
地
域
通
貨
導
入
の
検
討
は

し
て
い
る
か
。
 
 
（
市
長
室
）
 

な
ぜ
関
係
各
部
に
答
弁
さ
せ
た
か
 

私
が
今
ま
で
の
一
般
質
問
で
政
策

的
な
質
問
を
行
う
と
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
、
市
長
室
、
政
策
企
画
や

総
務
部
が
取
り
ま
と
め
を
し
て
、
市

役
所
の
代
表
と
し
て
答
弁
を
し
ま
す
。

今
回
あ
え
て
、
各
部
に
答
弁
し
て
い

た
だ
い
た
の
は
、
地
域
通
貨
に
つ
い

て
共
通
の
認
識
を
整
理
す
る
意
味
で

も
、
一
番
状
況
の
分
か
る
部
署
の
方
、

分
か
っ
て
欲
し
い
部
署
の
方
、
勉
強

し
て
い
た
だ
き
た
い
部
署
の
方
に
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
答
え
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、
企
画
部
門

で
政
策
立
案
を
し
、
事
業
部
門
で
実

施
す
る
と
い
う
役
割
分
担
の
よ
う
な

も
の
は
見
直
し
た
方
が
良
い
と
思
う

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
企
画
部
門
の
職

員
だ
け
が
政
策
マ
ン
で
は
な
く
、
事

業
課
の
職
員
の
方
も
自
治
体
職
員
と

し
て
政
策
マ
ン
で
あ
る
べ
き
と
私
は

思
い
ま
す
。
む
し
ろ
政
策
、
管
理
部

で
机
上
の
理
論
だ
け
で
な
く
、
現
場

で
直
接
市
民
と
接
す
る
事
業
課
の
職

員
の
方
の
政
策
立
案
が
今
の
時
代
、

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
に
は
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
が
、
私
は
こ
の
質
問
を
通
し
て
分

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
一

般
質
問
に
望
み
ま
し
た
。
 

 

行政の情報は市民の共有財産である 

私
の
議
会

質
問
 

その他依存財源 
6,330,839 

6.8% 
県支出金 
4,369,956 

4.7% 
国庫支出金 
7,192,220 

7.8% 

諸収入 
4,141,854 

4.5% 

その他自主財源 
8,412,626 

9.0% 

市債 
8,007,400 

8.6% 
市税 

54,295,105 
58.6% 

歳入総額 
９２７億 
５千万円 

自主税源 
72.1% 
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市
政
に
関
す
る
ご
相
談
や
、
ご
意
見
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
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onozawa@abox3.so-net.ne.jp 

今
回
の
ひ
げ
通
信
で
は
表
題
一
ペ
ー

ジ
の
中
で
、
平
成
十
九
年
度
予
算
の

内
容
に
ふ
れ
、
歳
入
（
収
入
）
の
中
で
、

市
税
の
増
収
（
５
４
２
億
９
５
１
０
万

円
）
の
見
込
み
を
上
げ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
一
方
で
は
税
金
の
滞
納
と
い

う
状
況
も
あ
り
、
川
越
市
と
し
て
も

深
刻
な
問
題
の
報
告
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
川
越
市
が
数
年
前
よ

り
導
入
し
た
川
越
市
包
括
外
部
監
査

の
中
で
も
指
摘
を
受
け
て
い
る
の
で
、

情
報
公
開
を
行
い
ま
す
。
市
の
税
目
で

あ
る
個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
は

他
の
税
目
に
比
べ
、
納
税
義
務
者
が
多

く
課
税
額
も
大
き
い
た
め
、
滞
納
件

数
や
滞
納
額
も
特
に
多
い
。
そ
の
他
に

も
都
市
計
画
税
、
特
別
土
地
保
有
税
、

事
業
所
税
な
ど
の
収
入
未
済
額
（
滞

納
額
）
が
あ
り
、
平
成
十
七
年
度
末
に

お
け
る
滞
納
分
は
、
繰
越
分
を
含
め

る
と
４
７
億
４
６
２
３
万
円
で
あ
る
。
 

本
会
議
最
終
日
に
お
い
て
、
川
越
市

包
括
外
部
監
査
人
で
あ
る
、
和
田
正

夫
氏
よ
り
、
監
査
に
対
す
る
今
後
の

川
越
市
の
税
金
滞
納
に
対
し
て
、
具

体
的
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
川
越

市
に
は
税
の
徴
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
無
く
、

良
い
意
味
で
、
弾
力
的
な
対
応
を
し
て

い
る
が
、
徴
収
事
務
で
は
混
乱
を
ま
ね

く
。
早
急
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
指
摘

い
た
し
ま
す
。
又
、
人
員
に
つ
い
て
は
徴

収
担
当
者
の
数
を
増
や
す
か
ど
う
か

検
討
す
べ
き
と
同
時
に
、
担
当
者
の
能

力
の
問
題
も
指
摘
し
ま
す
。
更
に
シ
ス

テ
ム
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
滞
納
金
管

理
シ
ス
テ
ム
と
延
滞
金
管
理
シ
ス
テ
ム

の
早
急
な
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。
現

在
、
川
越
市
で
は
市
全
体
で
い
く
ら
の

延
滞
金
が
あ
る
か
は
、
把
握
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
税
を
き
ち
ん
と

支
払
っ
て
い
る
市
民
に
不
満
が
出
な
い

よ
う
な
対
策
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

の
報
告
を
本
会
議
で
受
け
た
事
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
し
た
。
問
題
は
、
監
査

人
も
指
摘
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
弾
力

的
な
対
応
に
よ
り
、
長
い
期
間
で
滞
納

の
累
積
を
し
て
し
ま
っ
た
事
に
あ
り
ま

す
。
民
間
で
は
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
や
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
、
支
払
い
が
滞
る
と
か

な
り
、
強
力
な
督
促
や
支
払
い
頂
け

る
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
市
職
員
の
対
応
に

も
限
界
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は

り
延
滞
を
い
つ
ま
で
も
さ
せ
る
事
が
大

き
な
原
因
の
一
つ
と
私
は
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
収
納
に
対
す
る
指
摘
も

お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

朱
里
朱
里

朱
里

朱
里
ち
ゃ
ん
を

ち
ゃ
ん
を

ち
ゃ
ん
を

ち
ゃ
ん
を
救救 救救
うう うう
会
代
表
渡
辺
洋
一

会
代
表
渡
辺
洋
一

会
代
表
渡
辺
洋
一

会
代
表
渡
辺
洋
一
 

さ
ん
よ
り
お

さ
ん
よ
り
お

さ
ん
よ
り
お

さ
ん
よ
り
お
手
紙
手
紙

手
紙

手
紙
をを をを
頂頂 頂頂
い
た
の
で

い
た
の
で

い
た
の
で

い
た
の
で
 

原
文
原
文

原
文

原
文
の
ま
ま

の
ま
ま

の
ま
ま

の
ま
ま
掲
載

掲
載

掲
載

掲
載
い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す
。。 。。
 

 

川
越
市
政

川
越
市
政

川
越
市
政

川
越
市
政
のの のの
 

コ
コ
に
注
目
！
 

前
略
 

朱
里

ち
ゃ

ん
を

救
う

会
の

渡
辺

で
す

。

そ
の

節
は

色
々

と
お

世
話

に
な

り
ま

し

た
。

皆
様

の
お

か
げ

を
も

ち
ま

し
て

、
今

年
一

月
二

十
四

日
に

朱
里

ち
ゃ

ん
と

ご
両

親
が

ド
イ

ツ
に

渡
り

ま
し

て
か

ら
、

は
や

１
ヶ

月
半

を
向

え
よ

う
と

し
て

お
り

ま

す
。

異
国

で
の

生
活

は
想

像
し

て
い

た
以

上
に

大
変

で
、

環
境

の
変

化
に

幼
い

朱
里

ち
ゃ

ん
も

四
十

度
近

い
熱

が
続

い
た

り
、

嘔
吐

や
下

痢
を

起
こ

し
た

り
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

日
々

少
し

ず
つ

で
す

が
落

ち
着

い
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

何
も

分
か

ら
ず

、
ど

う
し

て
よ

い
か

分

か
ら

な
か

っ
た

昨
年

の
十

月
に

、
私

と
朱

里
ち

ゃ
ん

御
夫

婦
で

初
め

て
小

野
澤

議
員

と
お

会
い

し
、

相
談

し
た

と
き

、
自

分
の

子
供

の
よ

う
に

心
配

を
し

て
い

た
だ

い
た

事
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
 

朱
里

ち
ゃ

ん
を

な
ん

と
か

救
っ

て
や

り

た
い

一
心

の
私

達
に

、
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
や

問
題

点
や

活
動

の
心

構
え

な
ど

を
指

導
し

て
下

さ
っ

た
事

や
募

金
活

動
が

始
ま

っ
て

か
ら

落
ち

込
ん

で
い

た
時

に
激

励
し

て
い

た
だ

い
た

事
や

活
動

に
対

す
る

厳
し

い
ご

指
摘

な
ど

、
い

ろ
い

ろ
な

面
で

本
当

に
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

。
改

め
て

深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
 

朱
里

ち
ゃ

ん
の

部
屋

の
前

に
は

ナ
ー

ス

セ
ン

タ
ー

が
あ

り
ま

す
。

毎
日

電
話

の
音

を
聞

く
た

び
に

ご
両

親
の

心
が

波
立

ち
ま

す
。

い
つ

の
日

か
そ

の
中

の
一

本
の

電
話

か
ら

朱
里

ち
ゃ

ん
の

来
る

べ
き

時
が

始
ま

る
の

だ
と

、
心

穏
や

か
に

そ
の

日
を

赤
石

朱
里

ち
ゃ

ん
の

ご
家

族
と

一
緒

に
待

ち
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

何
か

と
お

世
話

に
な

っ
て

ば
か

り
で

す

が
、

今
後

と
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す
。
 

敬
具

平
成
十
九
年
三
月
三
日
 

朱
里
ち
ゃ
ん
を
救
う
会

代
表
 
渡
辺
洋
一

 
ホームページ http://www.syurisos.com/ 

一
月
二
十
一
日
 
埼
玉
医
大
に
て
 


